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連載

欧州から（１）電子音響音楽を支えるラジオ放送

Hiromi J. Ishii
City University UK, Dept. of Music

概要

この連載記事は主に欧州における現在の電子音響音楽
に関する様々な活動や問題を電子音響音楽と一般社会、
電子音響音楽と教育、電子音響音楽と現代音楽界などの
観点からレポートしていく。第一回目の記事ではドイツ
の電子音響音楽とラジオ放送について述べていく。

This article-series reports today’s issues and activities
associated to electroacoustic music in Europe from the
viewpoints of “electroacoustic music and general society”
“electroacoustic music and education” and “electroacous-
tic music and contemporary music society”.

1. 導入

音楽とラジオ放送の関係は密接であり長い。音質など
技術的な問題、著作権などの問題もあるが、音楽活動の
広報という役割を担う事で音楽家と一般社会のリスナー
の間を取り持ってきた。電子音楽との関係においては、
ラジオはさらに積極的な役割を負ってきた。電子音楽は
ケルンにある北西ドイツ放送1局内で誕生し、二十世紀
中盤、ここを始めミラノのイタリア放送協会電子音楽ス
タジオ、NHK電子音楽スタジオなど世界各国の放送局
に開設された電子音楽スタジオで多くの作曲家達がエン
ジニアの協力を得ながら作曲をした。西ドイツ放送のス
タジオはシュトックハウゼンの活動を支える拠点でも
あったことは、現代音楽史上よく知られている。

2. ドイツにおける電子音楽スタジオ2の現在

ドイツにおける電子音楽スタジオは、その後ケルン、
エッセンを始め次々とムジークホッホシューレ3（以下
音楽大学と訳す）などの教育機関に設立されるように
なった。現在では相当数の音楽大学が何らかの形で電子

1 1955年以降西ドイツ放送。
2 ELEKTRONISCHES STUDIOは固有名詞として定着している
のでそのまま訳する。

3 Musik Hochschule. 音楽大学に相当するドイツの音楽専門教育
機関。ドイツでは 6,3,3,4 年制の教育制度ではないが、ここで
は「音楽大学」と訳する。

音楽スタジオを持っている。フォルクヴァンクホッホ
シューレ・エッセン（以下エッセン芸術大学と訳す）に
は主専攻科目としてコースが置かれ、またドレスデン音
楽大学のように作曲専攻学生に対し電子音響音楽作曲を
も必修としているところもあるが、通常作曲及び器楽専
攻学生の副科選択科目としてコースが存在する。教育レ
ベルではそれぞれのスタジオが特徴を出しつつ活動を展
開し、加えてベルリン工科大学スタジオやケルン大学音
楽学部に代表される大学系スタジオが工学系研究や音楽
学研究とリンクしてゲスト作曲家を招いたりコンサー
トを主催したりしており、これらのほか専門機関として
カールスルーエの ZKMが存在する。
一方西ドイツ放送の電子音楽スタジオは、1990 年代
初めに歴史を閉じた NHK の電子音楽スタジオと同様、
現在では事実上活動していない。しかしフライブルグの
南西ドイツ放送実験スタジオはアクティヴで、ZKMと
ともに Giga Herzコンクールを主催している。

3. ドイツの電子音響音楽放送事情

3.1. WDRの場合

電子音響音楽を含む芸術音楽を放送しているのは西
ドイツ放送ではWDR3である。このチャンネルでは商
業音楽、軽音楽は流さない。ドイツでは Eムジーク、U
ムジーク4という分類があり、著作権登録上ジャンルが
はっきり分かれているので、どれが芸術音楽でどれが商
業音楽であるかなどという議論にはならない。この点
は、商業音楽が芸術音楽であるかのように錯覚されてい
るケースも目につく日本の音楽社会とは全く異なって
いる。

WDR3 の現行の放送予定を見ると、現代音楽の放送
プログラムは次のようになっている。基本的には毎週四
回、日月水金曜日の夜に放送が組まれ、それぞれの詳細
は、日曜 23時 5分から 24時 Studio Neue Musik(現代音
楽)、水曜夜 23時 5分から 24時まで Studio Elektronische
Musik (電子音響音楽)5 、毎週金曜夜 23時 5分から 24

4 Ernstmusik芸術音楽。Unterhaltungsmusik軽音楽、娯楽音楽。
5 ここでは現在の電子音響音楽も含めて指している。
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時まで Studio Akustische Kunst (音響芸術)、土曜夜 23
時 5 分から 24 時 Frei Raum (インプロヴィゼーション
など)があり毎週最低でも約 4時間を現代音楽作品の紹
介に当てている。また春秋など現代音楽祭が多いシー
ズンでは、Konzert として 2 時間枠で番組が組まれた
りコンサートのライブ放送が入る場合もあり、それに
よって上記の放送日が変更になったりもする。Studio
Neue Musik では比較的 “古い” 現代音楽作品が放送さ
れ、Konzertでは現在進行形で活躍する作曲家達や現代
音楽演奏家達の最近のコンサートに焦点が当てられて
いる。

akustische Kunstはラジオ放送とともに発達したドイ
ツ特有の作品形態といえるだろう。一般にはラジオフォ
ニーという分野である。音楽作品とは異なり大量のテキ
ストを含んでいたり、ストーリーがあるような所要時間
の長い音響作品を指す。一曲あたり 45 分、1 時間とい
う長大な作品は、ラジオ局にとっては番組を組みやすく
好都合であるので、ラジオフォニーはラジオ放送に密着
して発展してきたのである。
放送作品数という点でみると 2009年 5月から 8月ま
でに、電子音響音楽 36、音響芸術作品 11の計 47作品
が放送されることになる。さらに、この他 Konzertの枠
でも電子音響音楽作品があり、Frei Raumでコンピュー
タが絡んだインプロヴィゼーションもあるのでこの数
は「最低でも」ということで、実際には 50程度にはな
る。また現代音楽全体の作品放送数に関しては、Studio
Neue Musik 枠や Konzert などを加えれば、総放送作品
数はこれの倍以上になる。

3.2. 南西ドイツ放送 SWRの場合

ドイツは合州制をとる国なので、全国放送である総
合放送以外の文化放送は他の地域へ行くと受信出来ず、
別の放送局傘下になる。南ドイツならバイエルン・ク
ラシックが WDR3 に当たるし、中部ドイツなら MDR
フィガロになる。それぞれのラジオ局が先進的なWDR
ほど電子音響音楽を放送しているわけではないので、以
上のような恵まれた受信環境が全国中あるというわけで
はない。南ドイツのバイエルン・クラシックではもっと
保守的にクラシック音楽が大きな割合を占めているし、
中部ドイツ放送MDRフィガロのように音楽ならジャズ
もロックも現代音楽も混ぜこぜにプログラムしている
放送もある。ここでもうひとつ ZKMがあるバーデン・
ヴュルテンベルグ州の南西ドイツ放送をもうひとつ例に
あげておこう。現代音楽は SWR2 から放送されている
が、電子音響音楽という枠は特に置かれていない。しか
し月曜 23時 3分から 24時と水曜 23時 3分から 24時
の週 2 回に電子音響音楽も含んだ現代音楽の放送が組
まれている。このほか、第一火曜日の 23時 3分から 24

時には ars acusticaという枠があり音響作品を幅広く取
り上げている。電子音楽の歴史を担う WDR ほどでは
ないが、SWRの場合はドナウエッシンゲン音楽祭など
の背景があり、現代音楽全体としては最低週 2 時間 15
分平均を持っていることになる6。
一方、その他一般の音楽番組の中にはオリヴィエ・メ
シアンやアルヴォ・ペルト、フィリップ・グラス、ヴォ
ルフガンク・リームなどの名も見られ、黛敏郎の涅槃交
響曲をいまだに現代音楽番組枠で放送する日本とは大
分姿勢が異なっているのがわかる。NHKFM が電子音
響音楽を含む現代音楽全体が週 1 回わずか 1 時間弱の
放送時間しか持たず、その最低限もオペラなど他のクラ
シック音楽放送につぶされることがあり、同じ放送チャ
ンネルで J-ポップなどの商業音楽と放送枠を争わなく
てはならない。電子音響音楽作品が全く放送されない週
は稀ではない。何が問題の根本であるのか考える必要が
あるだろう。

3.3. ドイツ電子音響音楽協会独自の放送

ドイツ電子音響音楽協会 DEGEM では現在インター
ネットを使ったウェブ・ラジオによって独自に電子音響
音楽作品の放送を行っている。この「放送局」は ZKM
に置かれていて、24時間休み無しで通常 Aから Eまで
の 2時間単位のプログラムブロックが組まれ、ブロック
は曜日ごとに時間帯を変えて放送される。それぞれのブ
ロック内のプログラムは週単位で更新される。各ブロッ
クはテーマティックに様々にフォーカスされていて番組
全体の多様さを作り上げている。放送作品数の点では、
例えば 5 月 25 日の週だけで 25 作品と 1 インスタレー
ションが放送されるから、ひと月平均で約 100 に及ぶ
電子音響音楽作品を聴くという機会が提供されているこ
とになる7。
一般のラジオ放送同様ステレオ放送なので、多チャン
ネル作品の持つオリジナルの音響空間は再現できない
が、ステレオ版は作曲家自身によるものであり、受信者
側が高品質のスピーカーさえ持っていれば様々な電子音
響音楽作品をかなりよい条件で聴くことができる。
これらのラジオ放送がドイツ全体の電子音響音楽の活
性を支えているのは言うまでもない。

4. 電子音響音楽を聴く耳を持つディレクター

ドイツのみならず、電子音響音楽祭を訪れると時々ラ
ジオ放送のディレクターに出会う。彼らは主だった音

6 相当数の現代音楽作曲家が電子（音響）音楽を学んだ経験を持
つというドイツでの背景は、日本には無いものである。

7 http://www.degem.de/webradioまたは、
　 http://biblio.zkm.de/DegemWebradio/参照
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楽祭に足を運んでは実際に自分の耳で様々な入選作品
を聴き、判断し、自分の番組を組む材料とするのであ
る。「あなたの作品を聴いた。自分の番組で放送したい
がどうか」などと声を掛けてくることもある。言葉を変
えれば、電子音響音楽を聴き、自分で判断するだけの耳
を持っている人物がラジオ局のディレクターをやってい
る、ということである。私と夫のキューレートで今年 1
月にエッセン芸術大学で行ったヴィジュアルミュージッ
クコンサートなども、事前に地元のテレビ放送局が聞き
つけて、リハーサルを取材したいと申し込んできた。放
送番組を作成するには材料が必要である。だからディレ
クター達は常にアンテナを張り巡らせて何が世の中で起
こっているかを聞き逃さないよう注意しているのだ。ま
たラジオ局員でない音楽学者や評論家などが放送番組の
企画を持ち込むケースも多い。企画が面白ければ当然取
り上げられる。繰り返すが、「放送局は放送する材料が
必要」なのだ。日本にいた 15年以上前に、知り合いの
博報堂のディレクターに励まされてラジオ局に企画を売
り込もうとしたことがあるのだが、最初から「企画売り
込みお断り」と門前払いを掲げている放送局がほとんど
だったことを思い出す。日本の場合、放送局は企画専門
の関連会社と提携し、これらが番組企画を請け負う。し
かし毎日狭い放送業界やメディア業界で働いている人々
に、現代音楽界で起こっているもっとも新しい芸術の波
に目を向け耳を傾ける余裕があるのだろうか。またそう
いった新しい音楽を判断することができる音楽的素養を
持っている人々がどれほどいるだろうか。

5. 聴く耳のある社会を育てる

新しい芸術音楽に対して聴く姿勢のある社会と聴く耳
のない懐疑的な姿勢の社会とでは、作曲活動にかかるス
トレスが違う。新しい音楽を聴く耳は、一朝一夕にでき
るものではない。特に電子音響音楽のようなデリケート
な響きの表現による音楽では、聴衆の側からアプローチ
する姿勢が必要であり、繊細な表現を聞き分け、聴き取
る耳を育てていく必要がある。いつも GRMのオリヴィ
エ・メシアンホールや ZKM の Kubus のような最高条
件のスピーカやホール音響で電子音響音楽を聴くことは
望めないにしても、ある程度満足のいく装置で数多く繰
り返し聴く、といった音経験が必要になる。そういう意
味で、WDRの豊富な電子音響音楽放送は一般リスナー
の意識の啓発という役割を担い、底辺の拡大効果を持っ
ているし、一方 DEGEMのウェブ・ラジオは、ほぼオリ
ジナルに近いクオリティの高い音質で大量の電子音響音
楽作品を聴くことが出来る機会を提供しており、一般リ
スナーはもとより作曲家達への貴重な情報提供と、特に
若い世代の作曲家達にとっては耳を養うための強力なサ
ポートになっている。
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